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 準備委員会スタッフ一覧 

 氏名 所属 

委員長 岸本 大樹 旭基督教会 

事務局長 池田 基宣 恵みキリストの教会 

会計担当 中川 尚士 大東キリストチャペﾉﾚ 

会計担当 ベックマン・ジェナン 旭基督教会 

会場担当 澤  浩士 小野キリストの教会 

会場担当 前田 英樹 小野キリストの教会 

広報担当 田ロ  望 大東キリストチャペﾉﾚ 

 

編集後記 
 

この時期、関西のキリ

ストの教会はたねまき

会の準備と重なるので

大変忙しくしている方

が多いのです。原稿を

早めに集めるのが肝要

であることを思い知ら

されました。（N.T） 

第６６回キリストの教会全国大会 

日程：２０１５年８月２７日（木）～２９日（土） 

場所：シーサイドホテル舞子ビラ神戸 

テーマ：「神の招き」（Ⅰコリント書１：９） 

事務局：〒665-0836 

宝塚市清荒神 2-4-15 恵みキリストの教会内 

TEL＆FAX：０７９７－２０－８０３５ 

ホームページアドレス http://www.church.ne.jp/convention/ 

郵便振替：口座記号番号 ００９９０－２－１６５９８５ 
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大会のテーマ「神
の招き」について 
 
 昨今の大会では「恵

み」について深く学ば

れてきました。66回

大会準備委員会では、

受けた恵みをさらに深

く考えることができな

いか思案しました。そ

うして選ばれたのが今

回の大会テーマ「神の

招き」です。「召し」

というと献身者に限っ

た特別なもののように

誤解されがちですが、

この聖句で使われてい

るギリシャ語のエクレ

オーは訳によっては

「招き」とも訳される

ものです。キリスト者が

皆一人一人特別に神様

に愛されていること、

招かれていること、恵

まれていること、救わ

れていること、召しが

あること、それらが有

機的につながっている

こと、そんなことを分

かち合えたらと準備委

員一同願っています。 

ハイライト 
大会委員長挨拶 P.1 

主題説教講師が決まる P.2 

合同礼拝の為に P.3 

ご意見をお寄せ下さい P.4 

岸本大樹（旭基督教会牧師）全国大会委員長挨拶 

 神は真実な方です。この神によって、

あなたがたは神の子、わたしたちの主イ

エス・キリストとの交わりに招き入れら

れたのです。（第一コリント書１：９） 

  

 私が初めて全国大会に参加させていた

だいたのは、第３３回の高知大会でし

た。当時、私はキリスト者となったばか

りで、信仰を持ってどのように生きてい

くべきか不安の中にありましたが、その

大会で「神の栄光のために」というメッ

セージを聴いて、大きく人生が変わりま

した。「あなたも神の栄光のために働く

ことができる」と聴いて、「私も神の栄

光のために働きたい」と初めて祈ったの

です。これが私の献身の第一歩でした。 

それ以降、毎年欠かさず全国大会に参

加しています。来年の全国大会は６６回

目を迎えますが、私は全国大会のちょう

ど半分を経験することになり、事務局長

としての経験がなんどかあるものの、こ

の度は初めて大会長としてご奉仕させて

いただくことになりました。 

来年の全国大会のテーマは「神の招

き」です。テーマ聖句にはコリントの信

徒への手紙一第１章９節を選びました。

ここで使徒パウロは、争いだらけで、聖

書の教えを誤解し、共に聖餐を守れない

ような、問題だらけのコリントの教会の

人たちに語ります。「神によってあなた

がたは神の子である主イエス・キリスト

の交わりに招き入れられた」と。問題だ

らけのコリントの教会の人たちをパウロ

は諦めることなく、彼らに神の招きを指

し示したのです。 

 来年の大会では、ここで語られている

パウロの言葉を、私たちに与えられた神

の言葉として受け止めます。神が招き入

れてくださった主イエス・キリストの交

わりとはいかなるものか。そこで私たち

はどのように生かされているのか。ご一

緒に学ぶことができれば幸いです。 

 会場は４年前と同じ神戸の舞子ヴィラ

です。準備する顔触れもほとんど４年間

と同じです。お祈りとご支援の程を宜し

くお願い致します。 

ご意見お寄せ下さい 

準備委員会では、仲良くリラックスし

たムードでぼちぼちとミーティングを進

めています。 

全国大会が準備委 

員会本意の大会ではな 

く、大会に参加される 

皆様にとって、また、 

当然に神様の前にも有 

意な大会となるために 

は皆様からの忌憚のな 

いご意見が欠かせませ 

ん。「大会に参加した 

い」と思えるような企 

画の持ち込み、ご要望 

等大歓迎です。委員会 

で検討させて頂きます。大会事務局まで

ご意見お寄せ下さい。 



ｖ 

献金アピール 
 
第 66回大会の会計担当

を拝命いたしました中川

尚士です。天地を創造さ

れた神様は大きな愛をも

って私たちを「招いて」

おられます。神様の用意

された祝福の地に主に在

る兄姉の皆さんと共に集

おうではありませんか。

準備委員一同皆様のご参

加をお待ちしておりま

す。また、皆様のお祈り

とご支援の献金をお待ち

しております。 

現在、第 65回葉山大会

より 800,000円の献金を

拝受。主に感謝いたして

います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 66回キリストの教会

全国大会 

会計：中川 尚士、 

ベックマン・ジェナン 

郵便振替：00990-2-

165985、加入者名：第

66回キリストの教会全

国大会 

主題説教の講師決まる！ 
66回大会の主題説教の講師の出身は、韓国、アメリカ、日本と三人三様です。 

今号では、そんな講師の方々のプロフィールをご紹介します。 

趣味は読書、音楽といたっ

て平凡とのことです。7 年

半前に病気入院手術（計 3

回）、その後遠出を控えて

いらっしゃいましたが、幸

い祈りに支えられ回復なさ

り、第 66 回全国大会では

約 10 年ぶりの県外奉仕と

のことです。 

 

吉井氏から大会にかける意

気込み … 今回は手術後、

最初で最後の大会奉仕と心

得てご用に当たりたい。大

会委員の方々には諸準備に

ご苦労も多いと思います

が、福音がより広くより深

く浸透していくための大会

となりますよう、祈らせて

いただきます。 

 

  

合同礼拝の為に 

日本のキリストの教会は小

さな教会が多く、特に最近

は一教会だけで大会を主催

するような単独開催は難し

くなっています。来年の大

会も関西の有志の教会がい

くつか集まって「共催」す

るかたちをとります。準備

委員会では、「神様の前に

主催教会の関係者が一度、

一つ所に集まって、神様に

礼拝を持つ事から始めよ

う。今年中にその機会を設

けよう」ということになり

ました。 

つきましては、11 月 30 日

14:00～大東キリストチャ 

ペﾉﾚにて礼拝が持たれま

す。当日の説教は小野教会

の澤浩士先生です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大東キリストチャペﾉﾚ 

 

主催教会以外の近隣の教

会の皆様も是非とも、合同

礼拝に参加して頂ければ幸

いです。また、関西以遠の

キリストの教会の皆様もこ

の合同礼拝が祝福されて、

準備委員、その他の協力教

会の心が一つとされて全国

大会のために、主のご用の

ために邁進していくことが

できるように、お祈りによ

るサポートをお願い致しま

す。 

合同礼拝の様子はおって

ウェブサイト等でご報告い

たします。 

大会ポスター  

 

大会ポスターの背景を作成するにあたって、準備委

員会でも話し合いが何回も重ねられました。実はポ

スターに使われた写真は４年前の大会のポスターと

同じ写真です。しかし、タッチを変えてスケッチ風

に見えるように画像処理を施しました。来年の大会

にかける新しい希望と、４年前の大会に思い出に浸

る懐かしさの両方を感じ取って頂ければと、企画し

ました。 

前回大会の講演
記録販売 
 

前回大会委員会から、

大阪聖書学院へ 65 回大

会の講演記録の販売が

委託されました。 

「前回大会の講演をも

う一度聞きたい」「参

加できなかったあの人

に講演を聞かせたい」

そんな時は大阪聖書学

院へ照会し、来年の大

会に備えましょう。 

 

李康平 

（ イ ・ ガ ン ピ ョ ン ） 

 

 ７０歳。韓国の「キリ

ストの教会」の牧師。 

  大阪聖書学院の姉妹校

であるソウルキリスト教

大学の総長を務めると共

に、ソウルの漢南地区に

あるエスサラン教会（イ

エス愛教会）の主任牧師

として奉仕していらっし

ゃいます。 韓国の姉妹教

会には「キリストの教会

協議会」という緩やかな

教団組織があり、イ先生

はその協議会の会長を数

年前まで務められていま

した。 

アメリカに留学中、ト

レド大学とウエストミン

スター神学校からそれぞ

れ博士号を取得され、長

く大学の教師としても働

いてこられました。その

関係でソウル・オリンピ

ックの要職など韓国政府

の働きも担ってこられま

した。 

 

  来日のご経験も何度か

あり、在日大韓教会の集

会で御言葉のご奉仕をさ

れたことがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Walter M.Maxey 

(ウォルター マクセイ) 

 

1946 年 1 月 18 日、 米

国オハイオ州シンシナテ

ィ生まれ。 

シンシナティクリスチ

ャン大学、インディアナ

大学大学院東アジア研究

科、サザンバプテスト神

学大学大学院（博士号取

得）を卒業されました。

米国で３つの教会を牧会

したのち、1972 年、宣教

師として鹿児島で活動を

始められました。 

1973 年に鹿児島の国分

と吉野での開拓伝道をは

じめ、現在、吉野、国分

のキリストの教会を兼牧 

 

    

されている他、鹿児島刑

務所の教悔師、鹿児島大

学非常勤講師としても活

躍されています。 

 家族は妻メアリーさん

との間に 1男１女、孫 5

人。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉井 秀夫 

（よしい ひでお） 

 

1932 年 10 月 26 日 東

京都生まれ。 

大阪聖書学院、シンシ

ナティ神学大学（後のシ

ンシナティクリスチャン

大学）を卒業されまし

た。守口キリストの教会

牧師（8 年間）と大阪聖

書学院講師（3 年間）で

ご奉仕され、その後、母

教会の招聘を受けて鹿屋

キリストの教会に赴任し

今年 55年目になります。 

（次頁へ↗） 

 

公式サイト開設 
 

本委員会ではインター

ネットを使った大会の

広報にも力を入れてい

ます。まず 61 回南紀白

浜大会から公式ウェブ

サイトのア 

ドレスを引 

き継ぎまし 

た。 

/www.church.ne.jp/conv

ention/ 

あわせて、前回大会か

らフェイスブックペー

ジの管理も引き継ぎま

した。www.facebook. 

com/zenkokutaikai.hay

ama 

これらを 

連動させ 

大会本番 

までの機 

運を盛り上げていきま

すので、関心のある方

は是非チェックしてみ

てください。 

 

まず、準備委員たちがキリストにあって 

一つとされることを願って 


